
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.2１ 202３年８月７日 JR東労組大宮地本 

ＪＲ東労組大宮地本は「営業関係施策について（宇都宮営業統括センター）」の提案を受け、関係

職場と議論を重ねてきました。 

施策の内容は、東北本線の東京圏輸送管理システム（ATOS）区間を東京・黒磯間に延伸するこ

とに合わせて、黒磯駅の信号業務を那須塩原駅から遠隔制御（RC）化することで黒磯駅の信号・

輸送業務を那須塩原駅に集約し業務体制の見直しを行う内容です。 

職場では東京総合指令室、仙台ＣＴＣとのやりとりや順序変更、急な臨時列車の作成など、一人

体制での入力や運転整理に対する不安を抱えています。 

また新信号所には ATOS 端末３期が設置されることから、新たな環境の中で取扱い実績のな

い端末操作を行うことになりますが、安全上の不備がないよう万全の教育が必要です。 

施策の目的である「運転取扱いのノウハウの蓄積と、技術継承の円滑化を推進」を実現するた

めには「信号・輸送業務の集約化・システム化」が進む中で取扱いが少なくなる作業、及び異常時

対応等、より訓練を充実化し信号担当の技術継承を行うことが重要になります。 

営業職場は現在、柔軟な働き方が進む中で複数駅勤務や営業担務と輸送担務の混み運用が進

んでいます。教育環境を充実させるためにも働きやすい職場環境づくりと現場組合員のモチベー

ション向上が必要不可欠です。 

施策の目的を実現するためにも「安全・健康・ゆとり」を担保し、担う組合員が働きがいを感じ、

確実な技術継承が行える体制を構築するために、下記の通り申し入れを行いました。 

今後、組合員の声を基に団体交渉を行います。 

大地申 

第４号 

「営業関係施策について（宇都宮営業統括センター）」

に 関 す る 申 し 入 れ を 提 出 ！ 

 

１．今施策の目的と根拠を具体的に明らかにすること。 

２．施策実施後、東京総合指令室及び仙台ＣＴＣとの接続の仕切りや順序変更等でトラブルが発

生しないよう業務区分を明確にすること。 

３．新信号所に設置予定の ATOS端末３期の教育を確実に行い、安全レベルの維持向上に努め

ること。 

４．施策実施以降の作業ダイヤは現場組合員の意見を基に作成すること。 

５．輸送、営業それぞれにおける技術・技能を確実に継承するため、それぞれに十分な要員を配

置し、安全、サービスレベルの低下を招かない体制とすること。 

６．新たな執務スペース及び休憩室は十分なスペースを確保するとともに職場の環境改善を行

い働きがいの向上に努めること。 

７．今施策に伴う異動についての考えを明らかにすること。また、施策実施以降においても、駅

輸送業務を担う人材育成の観点から、確実に技術継承を行える体制を維持すること。 

「安全・健康・ゆとり」のある働きやすい職場を創り出そう!! 

申し入れ項目 


